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年のグロー バル金融危機によって大きな打撃を受けた。 2009年には、 GDP成
長率は 一 6.9%へと落ち込み、 2010年にもマイナス成長を記録した。 2011年は
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B 資 本 ・金融勘定
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クチャリング、  銀行システムのリストラクチャリング、 および金融システム
の発展であった(Jovancevic,1999,pp.240- 241)。ハイパーインフレを抑える
ために、つぎのような措置がとられた。 (a)国内通貨の切り下げ、次いで、
ハー ド・カレンシー (ドイッ・マルク、後にュー ロ) との固定、 ( b ) マ
ネ ー ・サプライの縮小、 (c)物価と賃金のインデクセー ションの停止、
(d)公共消費の削減、 (e)中央銀行の独立性の向上(0badic,2010)。1994
年5月、 旧ユー ゴ時代以来使われてきたディナー ルに代わって、新しぃ通貨
クーナが導入された。インフレは急速におさまり、以来、インフレ率は2008




















































1 4%へと膨らんだ。 年金掛け金からの収入は、 2000年には年金への経常支出
の60%をかろうじてカバしーた。 そのギャップは中央政府財政から年金基金










て、 物価と為替レー トが安定し、 ビジネス活動の安定した基礎が作り出され
-28-
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彼によると、 2007年には、 他の輸送機器の製造 (大部分、 造船) が製造業
の輸出総額におぃて最大の割合(12.6%)を占め、石炭・精製石油製品
( 1 0 . 7 % )、化学製品(9. 7 % )、機械・設 備 ( 8 . 3 % ) お よ び 食 品・飲料
(8.1%)が続いた。
同じ年、輸入総額において最大の割合を占めたのは製造業の3つのセク夕一、
























第1位(5 3.2%)  を占め、次いで、製造業(2 3.0 % )、運輸・倉 庫 ・ 通 信
(10.9%)、卸売り・小売商業 ・自動車修理、等(5.3%)、ホテル・レストラ
ン(2.7%)、不動産・賃貸 ・ビジネス支援活動(1.8%)であった(Hunya,
2009,p.44)。ヴ ィ ド ヴ ィ チ と グ リ ゴーロフによると、他の移行諸国とは対照
的に、 FDIは民営化と結びっいていた (全体の3分の2)。 政府とビジネス界が
切望したグリー ンフイー ルド投資は取るに足らなかった(FDIストック総額
のわずか16%)。
デ一夕は少し古い (2003年時点) が、 FDIを惹きっけた製造業部門の中で、
輸出志向の部門は製薬(Pliva)、その他の非金属製品(すなわち、セメント工
業)、食品と飲料(コカ・コーラ)、ゴム・プラスチックおよび電器・工学機











第2に、進行中のグロー バ リ ゼー ションのため、束アジア諸国製、とくに中
国製の製品がますますョー ロッパ市場に流入している。 クロアチアにおける
労働コストは西バルカン諸国の中で最も高いだけでなく、ブルガリア、ハン














この産業は、 オース ト リ ア =ハンガリ一帝国による支配の時代以来の長い伝統
をもっ。 旧ユー ゴ時代、 クロアチアは旧ユー ゴ造船業全体の生産能力の80̃
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業の国家支援の形態を明示している。2種類の国家支援、すなわち生産のため
支援(操業支援)とリストラチャリング(事業再構築)支援が存在する。生














舶) の 分 野 に お い て リ ー ダ のー地位を維持する必要性を指摘している
(European Commission,2003)。
2009年7月半ば、政府は、 ウ リ ャー ニク造船所にっいて特別なモデルを準備
しながら、 5つの造船所をそれぞれ1クー ナで売却すると決定した。 欧州委員
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ログラム」 はまた雇用、 生産および輸出を增やす必要性を強調している。 問
題は、どの分野で雇用を増やすかである。 「プログラム」は、経済活動への























7 ュルチッチとヴォイニツチは、購買力平価に基づくレー トから為替レー トが乖離
している度合いを指数にして、為替レートはクロアチア経済にとって高すぎたと
論じている(Jurcic and Vojnic,2009,pp.766- 767)。クロアチアの通貨の実質実効
為替レー トの過大評価の程度は、 それの測定の方法により異なる。 マクロ経済バ
ランス・ ア プ ロー チによると、経常収支の持続可能なレベルと実際の経常収支と
の間のギャップを狭めるために、 5̃6%の実質実効為替レートの下方調整が必要で
あるという。対外持続性アプローチによると、クロアチアの実質実効為替レー ト




10%にものぼった。 累積の欠損は、 2006年2月の時点で、 7億1900万ユーロを超え





10 政府は、 6つの造船所の売却のための入札を2009年8月1日に発表した。 それ以来、
少しの前進が見られたが、 グローバル金融危機のせいで、 政府は売却に成功して
いなぃ (EEM,0ctober,December and other issues)。
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